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マイコプラズマ核酸検出（ＬＡＭＰ法） 

の採取方法につきまして 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご愛顧を賜り、有難く厚く御礼申し上げます。 

 

さて、本年は例年に比べ、全国的にマイコプラズマ感染症が増加傾向にある事から、弊社では、高感度の

核酸増幅検査法を用いた検査項目「マイコプラズマ核酸検出（ＬＡＭＰ法）」のご依頼も増加しております。 

こちらの項目は、菌の特性上、採取方法が重要となりますので、詳細につきまして次のとおりご案内させて

頂きます。 

 

マイコプラズマ核酸検出（ＬＡＭＰ法）は、検査材料を咽頭擦過物としておりますが、採取方法は「口腔から

採取する方法と、鼻腔から採取する２方法」がございます。 

いずれも上気道、又は咽頭後壁を擦過頂く事から、検査結果に大きな影響はございませんので、患者様に

応じていずれかでの採取をお願い致します。 

しかしながら、当該擦過箇所にマイコプラズマ菌は少ない菌量しか存在しない為、核酸増幅検査といえども

擦過の強弱が検査結果に影響を及ぼす場合がございます。 

この為、試薬販売元からの採取方法見本を裏面に記載させて頂きますので、ご確認のほど宜しくお願い致

します。 

検査精度の向上を期する為、何卒、ご理解ご了承のほど宜しくお願申し上げます。 

謹 白 

 

 

 

 

 

 

 

ご不明な点は弊社担当までお申し付け下さい 

   



 

 

 

 


